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㸯．はじめに 

 薬学での࣑ࣗࢥニケーࣙࢩンᩍ⫱の┠的は、Ᏻ඲で᭷ຠな薬物἞⒪のために、ᝈ⪅とそのᐙ᪘に

ᐤりῧう態ᗘと知㆑、ᢏ⬟の⫱ᡂにある。 

་⒪⪅の࣑ࣗࢥニケーࣙࢩンᩍ⫱が重要どされるようになったのは、1990 年後༙になってからの

ことであり、それは་学ᩍ⫱において་⒪㠃᥋が༞前ᩍ⫱に導ධされた時期でもある。ᝈ⪅と་⒪

⪅がึめて᥋するところから་⒪㠃᥋がጞまるとするならば、୧⪅のⰋዲな㛵ಀを⠏くための࣑ࢥ

ࣗニケーࣙࢩン・ス࢟ルがᴟめて重要であることは᫂らかである。≉に日本では、࣑ࣗࢥニケーࢩ

ࣙンにはゝ語௨እのẼ㓄や㓄៖、ሙの✵Ẽをㄞࡴことを重どして、ゝ語化せずとも人のᛮいをᐹす

ることが「⨾ᚨ」とされてきた。ྠ時に、་⒪⌧ሙにおいても、ṇ☜なᑓ㛛知㆑とᛮいやりがあれ

ばそのᛮいはᝈ⪅に㏻じると考࠼られてきた。 

་⒪における࣑ࣗࢥニケーࣙࢩン・ス࢟ルとは、་⒪⪅からᝈ⪅、そのᐙ᪘࡬の情報伝㐩の⬟力

であるとㄗ解されている。ᐇ㝿には、་⒪⪅の࣑ࣗࢥニケーࣙࢩン・ス࢟ルの重要な点は、ᝈ⪅の

考࠼᪉を理解し、ᝈ⪅の語りをഴ⫈することを㏻してᝈ⪅をཷᐜすることにある 1）。いわࡺる情報

提供、情報ඹ᭷の日ᖖの࣑ࣗࢥニケーࣙࢩンとは␗なり、日ᖖの࣑ࣗࢥニケーࣙࢩンのᘏ長ではᑐ

ᛂできないのである。་⒪⌧ሙでの࣑ࣗࢥニケーࣙࢩンには、ᑓ㛛的な⬟力が重要であることが᫂

らかになり、་⒪⌧ሙにฟる前の大学での༞前ᩍ⫱でも་⒪⪅としての࣑ࣗࢥニケーࣙࢩン・ス࢟

ルの⫱ᡂが求められるようになったのである。 

 本学のᐇົᐇ⩦஦前ᐇ⩦（௨下、ᐇ⩦）では、⑓Ჷ・調๣薬ᒁ・薬ᒁ・在Ꮿの 4 ሙ㠃の 6 ᅇにわ

たってᶍᨃᝈ⪅ Simulated Patient（௨下、SP）を導ධしている。ここでいう SP は、࢜ࣜࢼࢩにᇶ

࡙いてᝈ⪅ᙺを₇じ、≉にᝈ⪅の⑕≧やẼᣢちを࣑ࣞࣗࢩーࢺすることに力点を⨨いており、本学

の「東ி薬⛉大学ᶍᨃᝈ⪅◊✲఍」で、ᐇ㝿のᝈ⪅とྠじような⑕≧や఍ヰを෌⌧するために一ᐃ

のカ⦎をཷけた一般の᪉である。 

学生は、SP とのᐇ⩦ᅇ数を重ねるᗘに⮬ᕫホ౯による࣑ࣗࢥニケーࣙࢩン・ス࢟ルのྥ上が図れ

ていることは、᫖年の⣖要で報࿌させていただいた㏻りである 2）。ただし、それでも「ඹ感」「ഴ⫈」

の⮬ᕫホ౯の฿㐩ᗘがపいഴྥであった。その要ᅉとして、学生のᝈ⪅としてのᶍᨃ体㦂の୙㊊と、

それにకうᝈ⪅࡬のẼ࡙きのḞዴによるものと考࠼られた。་⒪⪅のゝⴥや態ᗘがᝈ⪅に୚࠼るᙳ

㡪力の大きさをᐇ感し、ᝈ⪅のᢪ࠼る「␲ၥ」「୙Ᏻ」にẼ࡙くことで、㛫᥋的に「ඹ感」「ഴ⫈」

の࣑ࣗࢥニケーࣙࢩン・ス࢟ルがྥ上することを期待し、学生ྠ士のࣟールࣞࣉイをᐇ⩦に⤌ࡳ㎸

 。だࢇ

今ᅇ、࣑ࣗࢥニケーࣙࢩン・ス࢟ルのྥ上を るとともに、学生ྠ士のࣟールࣞࣉイと SP 参ຍᆺ

ᐇ⩦のࢱイ࣑ンࢢが及ࡰすᙳ㡪について、⮬ᕫホ౯の฿㐩┠ᶆ「4」࡬の฿㐩ᗘでホ౯᳨ウした。 

松ᒸ ಇ和 ,  小㔝 ㄔ἞ ,  山本 㝯一 ,  ᭷᳃ 和ᙪ：薬学㒊⮫ᗋ薬学⣔ᐇ⩦におけるさまࡊまなࣂイࢱル
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(2012) 
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ーࣙࢩン་⒪⪅ᩍ⫱ ,  ་学のあ267 ࡳࡺ 巻 10 号 ,  792-796 (2018) 
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㔠Ꮚ 一ᡂ：་学生のᚰ⫵⸽生ἲ修得における࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンᩍ⫱の᭷用ᛶ ,  小ඣ⛉⮫ᗋ 68 巻 5

号 ,  1087-1092 (2015) 

5) Ụᑼ ᬕ⨾ ,  Ⲩᕝ ᑦᏊ ,  松田 㯇Ꮚ ,  ୰山 ዉὠ⣖：┳ㆤᇶ♏ᩍ⫱における୰/高忠ᐇᗘ࣑ࣞࣗࢩー

を౑用したᩍ⫱に㛵する◊✲のືྥࢱ ,  ┳ㆤ⛉学◊✲ 17 巻 2 号 ,  37-44 (2019) 

6）ᰩᮧ ᭸Ꮚ ,  大本 ᬸᏊ ,  ஂ米 学 ,  ᵐ本 博㞝 ,  ᖹ㔝 ๛ ,  ᖹ஭ ࡝ࡳり：ᚠ⎔ჾෆ⛉⑓Ჷにおける⑓

㝔薬๣ᖌのフ࢝ࢪ࢕ルࢭ࢔ス࣓ンࢺのᐇ㊶とᡂᯝ ,  日本⑓㝔薬๣ᖌ఍雑誌 50巻 3号 ,  323-328 (2014) 
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のసࢱー࣑ࣞࣗࢩ⪅にᇶ࡙くᝈ࢜ࣜࢼࢩにおける⑕౛⩦₇ࢺス࣓ンࢭ࢔ル࢝ࢪ࢕フ・ࢺンスࣂࢻ࢔
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からも、学生ྠኈの䝻䞊䝹䝥䝺䜲は、3 年次生までに༑ศに体験して䛚り、SP ཧຍᆺ実⩦を 4 年次に実᪋

䛩る䛣とで、䜘りຠᯝⓗな実⩦を⾜䛖䛣と䛜で䛝るྍ⬟ᛶ䛜⪃䛘られ䛯。 

௒ᅇの䝻䞊䝹䝥䝺䜲を㏻して、学生は患者䜈ඹឤⓗなែᗘ、ᢏ⬟を⩦ᚓで䛝䛯。SP ᑟධᚋに学生ྠኈの

䝻䞊䝹䝥䝺䜲を⾜な䛖場合、SP との実᪋ᅇᩘ䛜ᑡない᪉䛜、฿㐩ᗘ䛜㧗かっ䛯。䛣の䛣とから学生ྠኈの䝻

䞊䝹䝥䝺䜲の䝍䜲䝭䞁䜾は、SP ཧຍᆺ実⩦ᑟධ以๓に䛩る஦䛜学生の⮬ಙを㧗䜑る䛯䜑に㔜せと⪃䛘られ

る。 

Bruner は、⯆࿡㛵心について、ᩍᮦそのものに⯆࿡䛜䛒る䛣とも㔜せと㏙䜉ている 6）。今ᅇࣟールࣞࣉ

イに用いた⑕౛は「ປసᛶ⊃ᚰ⑕」であり、学生のୡ௦では⮬ศの㌟に㉳こり得る㌟㏆な⑌ᝈでは

なく、ᝈ⪅ᙺとしてのᑐᛂが₍↛としてしまったことが᝿ᐃされる。 

 Dale の「経㦂の෇㗹」では、学⩦┠ᶆにἢった学⩦の経㦂が重要でありその୰でも、体㦂したも

のの記᠈は 2 㐌㛫後も 90㸣ṧ存しているという（図 3）7）8）。SP 参ຍᆺᐇ⩦はຠᯝがあるとの報࿌

は数ከく、その୰でも SP からのフ࢕ーࣂࢻックのゝⴥの重ࡳが学生にẼ࡙きを୚࠼るという報࿌も

ある 9）。 

これらのことから、学生ྠ士のࣟールࣞࣉイを඘ᐇさせるためには、⑕౛の㑅ᐃとその導ධのࢱ

イ࣑ンࢢはᴟめて重要であると考࠼られた。さらに、SP からのフ࢕ーࣂࢻックが学生にẼ࡙きを୚

それが記᠈にᐃ╔することを考៖すると、SP、࠼ 参ຍᆺᐇ⩦を 4 年ḟにᐇ᪋することで、よりຠᯝ

的なᐇ⩦を⾜うことができるྍ⬟ᛶが考࠼られた。  
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㸰．᪉ἲ 

調査ᑐ㇟は 2018 年の薬学㒊 4 年生 399 名とした。 

ᐇ⩦の「⑓Ჷにおけるึᅇ㠃ㄯ」で学生⮬㌟がᝈ⪅を₇じるࣟールࣞࣉイをᐇ᪋し、ᐇ⩦後に学

生は、࣑ࣗࢥニケーࣙࢩン・ス࢟ルに㛵する⮬ᕫホ౯をルーࣜࣈック⾲で⾜なった。 

1 はࣉルーࢢ 6 人⦅ᡂとし、薬๣ᖌᙺ、ホ౯⪅ 2 ᅇ、ᝈ⪅ᙺ、ほᐹ⪅ 2 ᅇをࣟーテーࣙࢩンした。

ᶍᨃ⑕౛は、᫖年 SP が用いたものとྠᵝに「ປసᛶ⊃ᚰ⑕」とした（図 1）。 

調査㡯┠は「㌟だしなࡳ」「┠⥺の高さ」「࢔イࢥンࢱクࢺ」「ኌの大きさ」「ゝⴥ࡙かい」「ഴ⫈」

「ඹ感」の 7 㡯┠とした。また、฿㐩┠ᶆを「4」とした 4 ẁ㝵のルーࣜࣈック⾲をసᡂし、฿㐩┠

ᶆに㐩した学生の๭ྜをホ౯した。学生ྠ士のࣟールࣞࣉイをᐇ᪋する前に SP 参ຍᆺᐇ⩦のᐇ᪋ᅇ

数によってศ㢮し、฿㐩ᗘの┦㐪をẚ㍑した。 

 

㸱．⤖ᯝ 

学生は、SP と 1 ᅇᐇ᪋後に学生ྠ士のࣟールࣞࣉイをᐇ᪋した⩌と、2 ᅇᐇ᪋後にࣟールࣞࣉイ

をᐇ᪋した⩌にศかれ、それࡒれ 133 名と 266 名であった。学生ྠ士のࣟールࣞࣉイまでの SP 参ຍ

ᆺᐇ⩦の㡰␒とෆᐜにはᕪ␗がなかった（⾲ 1）。調査した 7 㡯┠の฿㐩┠ᶆ「4」に㐩した๭ྜは

それࡒれ、「㌟だしなࡳ」は 72.9㸣と 63.9㸣、「┠⥺の高さ」は 65.4㸣と 55.3㸣、「࢔イࢥンࢱクࢺ」

は 46.6㸣と 30.8㸣、「ኌの大きさ」は 72.2㸣と 55.6㸣、「ゝⴥ㐵い」は 39.9㸣と 31.6㸣、「ഴ⫈」

は 34.6㸣と 25.4㸣、「ඹ感」は 26.3㸣と 14.0㸣となった（図 2）。2 ᅇᐇ᪋後にẚ1、࡭ ᅇᐇ᪋後の

᪉が඲ての㡯┠について高い⤖ᯝとなった。 

 

㸲.考ᐹ 

大学における࣑ࣗࢥニケーࣙࢩンᩍ⫱には、学生ྠ士のࣟールࣞࣉイと SP との࣑ࣗࢥニケーࣙࢩ

ンᐇ⩦がある 3）。学生ྠ士のࣟールࣞࣉイは、ある࢜ࣜࢼࢩにおける་⒪⪅やᝈ⪅のᙺ๭を学生ྠ

士で⾜うものである。学生にとって、ᝈ⪅としての体㦂をᶍᨃ体㦂できることが฼点であり、「ᝈ⪅」

のࣜࣜ࢔テ࢕というよりは、ᝈ⪅を₇じることによる学生⮬㌟のᝈ⪅࡬のẼ࡙きが重要どされる。

ࣟールࣞࣉイを㏻して「ᶍᨃᝈ⪅」を体㦂することで、་⒪⪅のゝⴥや態ᗘが୚࠼るᝈ⪅࡬のᙳ㡪

力の大きさをᐇ感し、ᝈ⪅のᢪ࠼る「␲ၥ」「୙Ᏻ」にẼ࡙き、薬๣ᖌとしての知㆑・ᢏ⬟・態ᗘを

㔊ᡂしていくのである。 

一᪉、SP 参ຍᆺᐇ⩦のሙྜ、学生のᝈ⪅としてのᶍᨃ体㦂はない௦わりに、一ᐃのカ⦎をཷけた

SP さࢇによるࣜࣜ࢔テ࢕と⥭ᙇ感がある。また、ࢭッࣙࢩン⤊஢後に、SP からフ࢕ーࣂࢻックされ

ることで、་⒪⪅としての࣑ࣗࢥニケーࣙࢩン・ス࢟ルをྥ上することができる 4）5）。 

Bruner は「ᩍ⫱の過⛬」で、「ᇶ♏的なᴫ念やཎ理をఱᗘも⧞り㏉し学ࡪ」⼺᪕ᆺ࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒

が᭷ຠであると提ၐしている 6）。さらにその୰でࣞデࢿ࢕スについて「より高ᗘなᢏ⬟に฿㐩する

ことをྍ⬟にする、より༢⣧なㅖᢏ⬟の⩦得からなる」とゝう 6）。本学の場合も、1 年次には薬学の

概略を学び、3 年次までに 5 つの柱「患者の心を学ぶ」「薬と社会を学ぶ」「薬と生体を学ぶ」「薬物治療と情

報を学ぶ」「実験から学ぶ」を、4 年次以降はそれらを統合して繰り返し学ぶカリキュラムとなっている。この点
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からも、学生ྠኈの䝻䞊䝹䝥䝺䜲は、3 年次生までに༑ศに体験して䛚り、SP ཧຍᆺ実⩦を 4 年次に実᪋

䛩る䛣とで、䜘りຠᯝⓗな実⩦を⾜䛖䛣と䛜で䛝るྍ⬟ᛶ䛜⪃䛘られ䛯。 

௒ᅇの䝻䞊䝹䝥䝺䜲を㏻して、学生は患者䜈ඹឤⓗなែᗘ、ᢏ⬟を⩦ᚓで䛝䛯。SP ᑟධᚋに学生ྠኈの

䝻䞊䝹䝥䝺䜲を⾜な䛖場合、SP との実᪋ᅇᩘ䛜ᑡない᪉䛜、฿㐩ᗘ䛜㧗かっ䛯。䛣の䛣とから学生ྠኈの䝻

䞊䝹䝥䝺䜲の䝍䜲䝭䞁䜾は、SP ཧຍᆺ実⩦ᑟධ以๓に䛩る஦䛜学生の⮬ಙを㧗䜑る䛯䜑に㔜せと⪃䛘られ

る。 

Bruner は、⯆࿡㛵心について、ᩍᮦそのものに⯆࿡䛜䛒る䛣とも㔜せと㏙䜉ている 6）。今ᅇࣟールࣞࣉ

イに用いた⑕౛は「ປసᛶ⊃ᚰ⑕」であり、学生のୡ௦では⮬ศの㌟に㉳こり得る㌟㏆な⑌ᝈでは

なく、ᝈ⪅ᙺとしてのᑐᛂが₍↛としてしまったことが᝿ᐃされる。 

 Dale の「経㦂の෇㗹」では、学⩦┠ᶆにἢった学⩦の経㦂が重要でありその୰でも、体㦂したも

のの記᠈は 2 㐌㛫後も 90㸣ṧ存しているという（図 3）7）8）。SP 参ຍᆺᐇ⩦はຠᯝがあるとの報࿌

は数ከく、その୰でも SP からのフ࢕ーࣂࢻックのゝⴥの重ࡳが学生にẼ࡙きを୚࠼るという報࿌も

ある 9）。 

これらのことから、学生ྠ士のࣟールࣞࣉイを඘ᐇさせるためには、⑕౛の㑅ᐃとその導ධのࢱ

イ࣑ンࢢはᴟめて重要であると考࠼られた。さらに、SP からのフ࢕ーࣂࢻックが学生にẼ࡙きを୚

それが記᠈にᐃ╔することを考៖すると、SP、࠼ 参ຍᆺᐇ⩦を 4 年ḟにᐇ᪋することで、よりຠᯝ

的なᐇ⩦を⾜うことができるྍ⬟ᛶが考࠼られた。  
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㸰．᪉ἲ 

調査ᑐ㇟は 2018 年の薬学㒊 4 年生 399 名とした。 

ᐇ⩦の「⑓Ჷにおけるึᅇ㠃ㄯ」で学生⮬㌟がᝈ⪅を₇じるࣟールࣞࣉイをᐇ᪋し、ᐇ⩦後に学

生は、࣑ࣗࢥニケーࣙࢩン・ス࢟ルに㛵する⮬ᕫホ౯をルーࣜࣈック⾲で⾜なった。 

1 はࣉルーࢢ 6 人⦅ᡂとし、薬๣ᖌᙺ、ホ౯⪅ 2 ᅇ、ᝈ⪅ᙺ、ほᐹ⪅ 2 ᅇをࣟーテーࣙࢩンした。

ᶍᨃ⑕౛は、᫖年 SP が用いたものとྠᵝに「ປసᛶ⊃ᚰ⑕」とした（図 1）。 

調査㡯┠は「㌟だしなࡳ」「┠⥺の高さ」「࢔イࢥンࢱクࢺ」「ኌの大きさ」「ゝⴥ࡙かい」「ഴ⫈」

「ඹ感」の 7 㡯┠とした。また、฿㐩┠ᶆを「4」とした 4 ẁ㝵のルーࣜࣈック⾲をసᡂし、฿㐩┠

ᶆに㐩した学生の๭ྜをホ౯した。学生ྠ士のࣟールࣞࣉイをᐇ᪋する前に SP 参ຍᆺᐇ⩦のᐇ᪋ᅇ

数によってศ㢮し、฿㐩ᗘの┦㐪をẚ㍑した。 

 

㸱．⤖ᯝ 

学生は、SP と 1 ᅇᐇ᪋後に学生ྠ士のࣟールࣞࣉイをᐇ᪋した⩌と、2 ᅇᐇ᪋後にࣟールࣞࣉイ

をᐇ᪋した⩌にศかれ、それࡒれ 133 名と 266 名であった。学生ྠ士のࣟールࣞࣉイまでの SP 参ຍ

ᆺᐇ⩦の㡰␒とෆᐜにはᕪ␗がなかった（⾲ 1）。調査した 7 㡯┠の฿㐩┠ᶆ「4」に㐩した๭ྜは

それࡒれ、「㌟だしなࡳ」は 72.9㸣と 63.9㸣、「┠⥺の高さ」は 65.4㸣と 55.3㸣、「࢔イࢥンࢱクࢺ」

は 46.6㸣と 30.8㸣、「ኌの大きさ」は 72.2㸣と 55.6㸣、「ゝⴥ㐵い」は 39.9㸣と 31.6㸣、「ഴ⫈」

は 34.6㸣と 25.4㸣、「ඹ感」は 26.3㸣と 14.0㸣となった（図 2）。2 ᅇᐇ᪋後にẚ1、࡭ ᅇᐇ᪋後の

᪉が඲ての㡯┠について高い⤖ᯝとなった。 

 

㸲.考ᐹ 

大学における࣑ࣗࢥニケーࣙࢩンᩍ⫱には、学生ྠ士のࣟールࣞࣉイと SP との࣑ࣗࢥニケーࣙࢩ

ンᐇ⩦がある 3）。学生ྠ士のࣟールࣞࣉイは、ある࢜ࣜࢼࢩにおける་⒪⪅やᝈ⪅のᙺ๭を学生ྠ

士で⾜うものである。学生にとって、ᝈ⪅としての体㦂をᶍᨃ体㦂できることが฼点であり、「ᝈ⪅」

のࣜࣜ࢔テ࢕というよりは、ᝈ⪅を₇じることによる学生⮬㌟のᝈ⪅࡬のẼ࡙きが重要どされる。

ࣟールࣞࣉイを㏻して「ᶍᨃᝈ⪅」を体㦂することで、་⒪⪅のゝⴥや態ᗘが୚࠼るᝈ⪅࡬のᙳ㡪

力の大きさをᐇ感し、ᝈ⪅のᢪ࠼る「␲ၥ」「୙Ᏻ」にẼ࡙き、薬๣ᖌとしての知㆑・ᢏ⬟・態ᗘを

㔊ᡂしていくのである。 

一᪉、SP 参ຍᆺᐇ⩦のሙྜ、学生のᝈ⪅としてのᶍᨃ体㦂はない௦わりに、一ᐃのカ⦎をཷけた

SP さࢇによるࣜࣜ࢔テ࢕と⥭ᙇ感がある。また、ࢭッࣙࢩン⤊஢後に、SP からフ࢕ーࣂࢻックされ

ることで、་⒪⪅としての࣑ࣗࢥニケーࣙࢩン・ス࢟ルをྥ上することができる 4）5）。 

Bruner は「ᩍ⫱の過⛬」で、「ᇶ♏的なᴫ念やཎ理をఱᗘも⧞り㏉し学ࡪ」⼺᪕ᆺ࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒

が᭷ຠであると提ၐしている 6）。さらにその୰でࣞデࢿ࢕スについて「より高ᗘなᢏ⬟に฿㐩する

ことをྍ⬟にする、より༢⣧なㅖᢏ⬟の⩦得からなる」とゝう 6）。本学の場合も、1 年次には薬学の

概略を学び、3 年次までに 5 つの柱「患者の心を学ぶ」「薬と社会を学ぶ」「薬と生体を学ぶ」「薬物治療と情

報を学ぶ」「実験から学ぶ」を、4 年次以降はそれらを統合して繰り返し学ぶカリキュラムとなっている。この点
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ᶍᨃ⑕౛ 
 
 

ᝈ⪅氏名（ᯫ✵）  ᐀㔝 Ⰻ㞝（ⰋᏊ） 、60 ṓ、↓⫋ (୺፬) 

㸺≧ἣタᐃ㸼 

୺ッ  ປస時の⬚③（⬚がワまる感じ） 

⌧⑓Ṕ  

3 ࣨ月఩前から、㝵ẁを᪼ったり㍍く㉮ったりすると⬚㒊に㐪和感が 15 ศ࡝࡯ᣢ⥆してい 

たため、ニࣜࢭࣜࢢࣟࢺン⯉下㘄のฎ᪉をཷけていた。その後もᆏ㐨を 7㹼8 ศṌ⾜する 

とྠじ⑕≧がฟ⌧していたが、⯉下㘄の౑用で 1 ศ௨ෆに⑕≧は἞まっていた。 

7 日前 ࢥンࣅニに㈙い物に⾜ってᖐる㏵୰、ಙ号をΏろうと㉮ったところ⥾め௜けられ 

るような⬚の③ࡳにくわれ、10 ศ⛬ᗘじっとしていたら⮬↛と③ࡳがおさまった。 

2 日前も、㥐の㝵ẁをᛴいで上ったら⥾め௜けられるような⬚の③ࡳをぬ࠼た。 

10 ศ⛬ᗘじっとしていたら③ࡳはおさまった。 

ධ㝔 1 日┠（᫖日）እ᮶ཷデ時し、12 誘導ᚰ㟁図᳨査ᐇ᪋。Ᏻ㟼時ᚰ㟁図(T Ἴᖹᆠ化)・ 

㈇Ⲵ時ᚰ㟁図(ST ప下)がㄆめられたため、⢭査┠的のためධ㝔となった。 

ධ㝔 2 日┠（本日） 今日の༗前୰に、ෙື⬦㐀ᙳ᳨査をཷけたところである。 

これから薬๣ᖌによるึᅇ㠃ㄯとᰤ㣴士による㣗஦指導のணᐃである。  

ධ㝔ึ日の㌟体ᡤぢ 

㌟長 160 ੉、体重 65kg、意㆑Ύ᫂、⾑ᅽ  130/85mmHg、⬦ᢿ数 80/ศ 

ධ㝔ึ日の㌟体ᡤぢ 

     ✵⭡時⾑⢾ 95mg/dL、HDL–C 38mg/dL、LDL–C 145mg/dL、TG 108mg/dL、 

AST 20IU/L、ALT 21IU/L、LDH 180IU/L、SCr 0.90mg/dL、BUN 21mg/dL 

᪤ Ṕ  3 年前の೺ᗣデ᩿で、⬡㉁␗ᖖ⑕を指᦬された 

     3 ࣨ月前から⊃ᚰ⑕ 

ᐙ᪘Ṕ  ∗：ᚰ➽᱾ሰ（62 ṓ）、ᚰ୙඲（85 ṓでṚஸ） 

      ẕ：೺在（87 ṓ） 

Ⴔዲရ  㓇：ࣅール 1 本（350mL） 㐌 3 ᅇ⛬ᗘ 

1：ࢥࣂࢱ       日 10 本⛬ᗘ（30 ṓの㡭から） 

     㣗஦：⬡っこいものが大ዲき（からᥭげに࣐ࣚࢿーࢬをかけるのは᭱高㸟） 

薬の๪స用Ṕ・ࣞ࢔ルࢠーṔ  ࢺク࣍ンな࡝のテーࣉ๣を㈞ったところが㉥くなったことがある 

⌧在౑用୰の薬   ⬡㉁␗ᖖ⑕：ࣟスࣂスࢳࢱン࢝ル࣒࢘ࢩ㘄 2.5mg 

         ⊃ᚰ⑕  ：ニࣜࢭࣜࢢࣟࢺン⯉下㘄 㡻᭹（⯉下） 

᭹薬≧ἣ  たまにᛀれるものの、きちࢇと᭹用している 

ᣢ参薬   ᣢってきていない 

お薬ᡭᖒ  እ᮶ཷデのため、ᣢ参している 

他の⑓㝔・他⛉ཷデ  なし（ここの⑓㝔のࡳ） 

⌧在౑用୰の࣓ࣜࣉࢧンࢺ・೺ᗣ㣗ရ  なし 

㐠ື⩦័  ≉にしない 

 

図 1 本ᐇ⩦で用いたᶍᨃ⑕౛ 
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図 2 ホ౯ 7 㡯┠の฿㐩ᗘ 

⾲ 1  S P 参ຍᆺᐇ⩦の㡰␒ 

 

 
図 3 D ale の経㦂の෇㗹 
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